
中学校部会の研究 

１ 研究主題 

｢生涯にわたり、仲間とともに主体的に運動やスポーツに親しむ資質や能力を育む体育・保健体育学習｣ 

～ 「主体的・対話的な深い学びの視点に立った楽しさを実感させる授業の展開を目指して」 ～ 

 

２ 主題設定の理由 

近年、我が国では技術革新が進み、人々の働き方が変わり始めてきている。社会が情報化され、知識は誰でも得ら

れるようになってきた。知識よりも思考力や判断力、行動力が重視され、どれだけ知識を持っているかではなく、知識を

活用し背景の異なる他者と共働して課題を発見し解決する能力の重要性が高まっている。そのような中、保健体育科に

おける生徒の学習課題としては、運動する子どもとそうでない子どもの二極化傾向が見られること、そして、習得した知

識や技能を活用して課題を解決することや、学習したことを相手にわかりやすく伝えることが不得意な子がいること等が

挙げられている。 

このような現状を踏まえ、知識や技術を一方的に伝達するだけでなく、生徒たちが授業で学んだことを社会の中で活

用できるような｢主体的な学び｣｢対話的な学び｣｢深い学び｣を重視した授業を展開していく必要があると考える。 

本地区では、昨年度「対話的な学び」に視点を置き、｢体つくり運動｣と｢球技：バレーボール｣における指導方法の工

夫や教材教具の工夫、学習カードの作成を行った。体つくり運動の研究では、生徒同士で質問したり、教え合ったり、相

談したりしながら、力を合わせて協力できる活動の工夫を行った。生徒の実態に応じた運動の種類を選択できるように、種

目を増やしたことで、生徒が意欲的に活動する姿が見られた。また、アドバイスタイムでは、活動を振り返りながら意見交

換を行う姿が見受けられた。 

バレーボールの研究では、運動が得意な生徒も、運動が得意でない生徒も楽しめるルールを考え、それをレベル表

としてまとめ、実践・検証を行った。ルールを様々な角度から検討することで、授業において、運動が得意な生徒も、

運動が苦手な生徒も積極的に活動する姿が多く見受けられた。しかし、習得した知識や技能を活用して課題を解決す

ることや、学習したことを相手にわかりやすく伝えることに課題が残った。   

そこで、本年度も引き続き｢体つくり運動｣と｢球技：バレーボール｣研究を行い、知識を活用し背景の異なる他者と共働

して課題を発見し、仲間とともに解決するための糸口となる授業を目指すこととした。主体的で対話的な深い学びの学

習を展開していく上で、「楽しさを実感させる」ことが重要であると考える。この、「楽しさを実感させる授業」を具現化する

ために、この主題及び副題を設定し、研究を進めることとした。 

    

３ 研究の仮説 

保健体育学習において、主体的・対話的で深い学びの視点に立った楽しさを実感させる授業を行うことによ

って、仲間と共に楽しみながら、基礎的な知識及び技能の習得ができ、それらを活用して課題を解決するため

の必要な能力を身に付け、生涯にわたり主体的に運動やスポーツに親しむ資質や能力を育むことができるであ

ろう。 

 

４ 研究の内容 

(1) 学習内容の整理 

① 単元計画構造図の作成・活用 

② スキルアップテキストの整理と活用 

(2) 楽しさを実感する授業の在り方 

① 技能の伸びを実感するための手立ての工夫 

② 学習カードの工夫 

 

５ 研究方法 

 (1) 各班での班別研究 

 (2) 学校体育研究発表大会 場所：新富町体育館 １０月２６日（金） 

    授業 単元：球技「バレーボール」 上新田中学校  澤村 忠俊 教諭 

 



６ 研究の実際 

(1) 学習内容の整理 

① 単元計画構造図の作成・活用 

  今回のバレーボールの授業において、単元構造図を作成した。学習カードとリンクさせ指導内容の明確化

や指導と評価が一目で分かるようにした。また、保健分野と体育理論のどの部分が関連しているかをより具

体的にわかるように単元構造図に加えた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スキルアップテキストの整理と活用 

  本県の中体連研究部では毎年、様々なスキルアップテキストが作成されてきた。本地区では、バレーボー

ルの授業を行う上で、平成２４年度に都城地区で作成されたものを、身に付ける技能ごとに分類、並び替え

を行うとともに、これまで使用してきた中での反省をふまえ、新たな練習メニューの追加し、23種目から

36種目に増やした。作成に当たっては、県研究部と都城地区研究部、本地区研究部で連携を図りながら、

より活用しやすいものを目指して作成にあたった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2) 楽しさを実感する授業の在り方 

① 技能の伸びを実感するための手立ての工夫 

    技能の伸びを実感するための手立ての工夫として、スキルチェックと題し、個人技能のテストを行った。 

具体的な測定項目は、アンダーハンドサークルパス、オーバーハンドサークルパス、オーバーハンド距離

の３つである。 

サークルパスについては、半径１ｍのサークル内で直上オーバーパス、直上アンダーパスの連続回数の測

定を行い、オーバー距離については、自分で投げ上げたボールをオーバーハンドで飛ばし、その距離を測

定するというものである。 

② 学習カードの工夫 

 今回学習カードを作成する上で、次の３点について工夫を行った。１点目は、生徒が本時で学習する内

容と目的が分かるようにした。２点目は、何のための練習なのかを理解して取り組めるようにした。３点

目は、学習カードに取り組む内容を掲載するだけでなく、スキルアップテキストと学習カードに掲載する

練習メニューをリンクさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

７ 研究の成果と課題 

(1)成果 

○ 指導内容の明確化や指導と評価が一目で分かるメリットと同時に、生徒にとっても指導される内容がはっ

きりと分かり、授業の見通しが立つことによって、より主体的な学習につながるものとなった。 

○ スキルアップテキストと学習カードに掲載する練習メニューがリンクするよう工夫した。そうすること 

で、生徒が本時で学習する内容と目的が分かり、何のための練習なのか理解して取り組むことができると 

ともに、課題解決のための練習を行う際にも活用しやすいものを作成することができた。 

○ スキルチェックでは、初回の測定後に個人目標を立てさせて取り組ませることで、ただ続けるだけではな

く、目的意識を持って取り組むとともに技能の伸びを実感する手立てとなった。 

(2)課題 

   ● 今後もスキルアップテキストやスキルチェック、学習カードの検証を行い、課題を洗い出し、改善して 

いく必要がある。 

  ● 本地区の生徒の課題でもある「習得した知識や技能を活用して課題を解決すること」「学習したことを相手にわ

かりやすく伝えること」について、様々な角度から手立てを考えていく必要がある。 


